
小水力発電事例集 2009･2010



目次
はじめに････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

第一部　事例集 2009･2010

砂防堰堤を利用した小水力発電････････････････････････････････････････････ 2
金山沢川水力発電所

農業用水を利用した小水力発電････････････････････････････････････････････ 4
町川水力発電所
仁右ヱ門用水発電所
家中川小水力市民発電所「元気くん２号」

湧水を利用した小水力発電･･･････････････････････････････････････････････ 10
龍飛地区小水力発電所
若彦トンネル湧水発電所

上下水道を利用した小水力発電･･･････････････････････････････････････････ 14
川崎市入江崎水処理センター小水力発電設備
奈良県桜井浄水場　小水力発電設備
奈良県水道管理センター小水力発電設備
塩川第二発電所
芹沢配水池小水力発電

ビル内での小水力発電･･･････････････････････････････････････････････････ 20
NHK ビル内の小水力発電設備

市民による小水力発電･･･････････････････････････････････････････････････ 22
石徹白の小水力発電

全国小水力利用推進協議会の紹介･････････････････････････････････････････ 26

第二部　団体正会員の紹介 
アジア航測 株式会社
株式会社 イズミ
株式会社 石垣
オリジナル設計 株式会社
国際航業 株式会社
シーベルインターナショナル 株式会社
株式会社 新日本コンサルタント
大日本プラスチック 株式会社
田中水力 株式会社
日本工営 株式会社
株式会社 日立産機システム
森のエネルギー研究所　　　　　　（50 音順）

■表　紙　高知県香南市野市町西野「三又」

■裏表紙　高知県高岡郡四万十町中津川森ヶ内

　　　　　地元住民が製作した水車



全国小水力利用推進協議会　　1

はじめに
2007 年、2008 年と事例集を発行したところ、
多くの好評をいただきました。配布終了後も事
例集のご希望をいただいておりましたが、2010
年は第 1回全国小水力発電サミットの開催のた
め、発行を見送りました。今回の事例集は 2年
越しの発行となります。

今回の事例集では、2009 年から 2010 年前
後に建設された発電所を中心に取り上げました。
また、今回は設置箇所別での形式となります。

2009 年 2010 年と小水力発電を取り囲む環境
は少しずつ変化してきました。今回取り上げる
多くの発電所はそういった変化の中、建設され
てきた小水力発電所です。

2011 年 3月 11 日、未曾有の大地震が日本を
襲いました。それに伴う津波、そして、原発事
故が更なる被害をもたらしました。そして、原
発停止による電力不足が 2011 年 9 月現在も懸
念されています。そんな中、再生可能エネルギー、
特に小水力発電への関心も高まってきました。

今回の事例集が各方面で資料として活用される
ことを大いに期待しております。

全国小水力利用推進協議会では、2010 年より
小水力発電のデータベースを作成しました。全
国の小水力発電所を事業者の任意で掲載を進め
ています。しかし、データベースでの掲載では
発電所の概要にとどまり、資料としては今ひと
つ物足りない感があります。そこで、今後はデー
タベースを網羅的に、事例集では具体的な事例
を詳細に掲載することで、バランスを測ること
にしました。

なお、事例集 2009･2010 では、ネット上で
の公開と冊子としての配布を行います。今回の
事例集の制作において、各掲載の発電所の事業
者様にご協力していただき、そして、印刷版の
発行には団体正会員のご協力をいただいました。
この場を借りてお礼申し上げます。

全国小水力利用推進協議会 事務局
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金山沢川水力発電所
 
砂防堰堤を利用した小水力発電が少しずつ開
発されつつある。その事例のひとつが、金山沢
川水力発電所である。

同発電所は、南アルプス市が建設した。山梨
県の最西端にある南アルプス市は、北岳をはじ
めとする、間ノ岳、仙丈ヶ岳など 3,000m 級の
高峰、名峰有する急峻な地域に位置する。その
地理的特性から、小水力の高いポテンシャルが
伺える。

砂防堰堤を利用した小水力発電

コスト削減が課題になっている小水力発電だが、既存の利水治水設備を利用した開発が注目を集めている。取水堰堤の土
木工事費を削減するために、着目されているのが既存の砂防堰堤の利用である。ここでは、コスト削減のモデルとして建設
された金山沢川水力発電所を紹介する。

概要
発電所名 金山沢川水力発電所
河川・用水名 富士川・金山沢川　
最大出力 100kW
最大使用水量 0.32m3/s　
有効落差 42.0m
水車 クロスフロー水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2010 年 4 月 1日
使用用途 自家消費、余剰売電

【写真１】金山沢川水力発電所の全景
左に見える小屋が発電所建屋。右側
に見えるのが砂防堰堤である。上段
より取水している。
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そんな南アルプス市が砂防堰堤を利用した小
水力発電を建設した。この発電システムでは、
浸透水取水方式とえん堤穴あけ方式という取水
方式を採用している。浸透取水方式とは、堰堤
上流部の堆積物内に取水口を埋没させ、水を浸
透させ取水する方式である。また、堰堤穴あけ
方式とは、堰堤の下部に穴をあけ、そこから導
水する方式である。特に浸透式により、砂沈池
の設置を省略し、堤体への取り付けにより工事
を最小限に抑え、施工時の建設費等の削減を試
みた事例である。

南アルプス市は、この方式が経済性や効率性
に優れていることが証明されれば、他自治体の
先進事例として模範となると考え、現在発電量
などをウェブにて公開し、観測を続けている。
発電された電力は、近隣の市の施設である南
アルプス芦安山岳館、温泉ロッジ、白峰会館の
３施設の電気を賄っている。余った電気は東京
電力に売電している。 

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：南アルプス市］

【写真 2】
発電所を上段の堰堤から眺めた写真
手前から建屋に向かっているの水圧
管である。

【写真 3】水車と発電機
左側にあるのが発電機、右側がク
ロスフロー水車。水が奥の水圧管
から入り、水車を回転させ、その
後下の放水口より河川に戻される。
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農業用水を利用した小水力発電

農業用水路の利用も注目されている。既存の用水路を使用することもでき、さらに発電した電力を消費する施設も近隣に
ある可能性が高く、農用動力との組み合わせも検討されつつある。特に、農業用水路ではすでに水利権を取得しているので、
手続きの緩和措置もあり、1級河川での申請に比べ、審査期間も短縮されている。地域の活性化からも農業用水路での小水
力発電が注目されている。ここでは、「町川水力発電所」「仁右ヱ門用水発電所」を紹介する。

町川水力発電所
大町市町川水力発電所は、長野県の北部に位
置する大町市社閏田地区に平成 22年４月に建設
された。
大町市は、「北アルプス一番街」といわれるよ

うに、その西部一帯にしゅん険な北アルプス山
岳を連ね、北の五竜岳から南の槍ヶ岳頂上まで
を収める全国屈指の山岳観光都市である。市街
地の標高は 700m余りあり、典型的な内陸性の
気候で、北アルプスの山々を映す仁科三湖やダ

概要
発電所名 町川発電所
河川・用水名 池田町川用水路　
最大出力 140kW
最大使用水量 1.1m3/s 　
有効落差 16.2m
水車 横軸フランシス水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2010 年 4 月 16 日
使用用途 自家消費・余剰売電

【写真１】　水車と発電機
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ム湖があり、豊富な温泉にも恵まれて、四季を
通じて自然とふれあうことのできる地勢を備え
ている。
このような恵まれた自然環境の中で、町川発
電所は山麓から流れでる豊富な水資源の有効利
用を図るため「大町市地域新エネルギービジョ
ン」に基づき、平成 20年度から整備が進められ
てきた。
設備は、池田町川を流れる農業用水路の水を
有効利用する「流れ込み式」の水力発電所である。
取水量は最大で 1.1m3/ 秒を取水し、自然が生
み出した河岸段丘の落差（約 16m）を利用して、
最大 140kWの電力を発電する。
水車は横軸単輪単流渦巻型フランシス水車、

発電機は 440V の三相誘導発電機を使用してい
る。
発電した電力は専用の高圧電線により約
600m 離れたクリーンプラント（し尿処理場）
に供給され、自家消費されている。
年間発電電力量を 1045MWhとし、環境負荷

の低減や市の経費節減が期待されている。また
市内小中学校の学習の場としての利用など、市
民の環境に対する意識高揚の場としての効果も
期待される。 

［橋場清人：株式会社ヤマウラ エンジニアリン
グ事業部 電気部］

【写真２】　町川水力発電所建屋。 
奥に見えるのが水圧管。

【写真３】　発電所の管理機器

【図１】　発電所の横から見た断面
図と上空から見た平面図。
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仁右ヱ門用水発電所は、田園の景観に配慮し
た蔵造りの外観となっている。これは、簡素な
建屋よりも親しみが持てるものをという考えか
らきている。

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：富山県企業局 電気課］

仁右ヱ門用水発電所
富山県は北アルプス連峰の 3,000m 級の山々
に囲まれ、その頂きから富山湾の海岸線まで約
30km と非常に急峻な地形にあり、夏にも万年
雪を冠した山々からは、四季を通じて豊富な水
が流れ、包蔵水力は岐阜県に次いで全国第２位
である。

富山県立山町に建設された仁右ヱ門用水発電
所は、農業用水路を利用した県営の水力発電所
としては RPS 法施行後、全国初の事例となる。
1.4kmの区間にあった自然落差を集約するため、
既存水路と平行して導水管を敷設して得た有効
落差 24.5m を活用し、最大出力 460kW を発
電する。使用水量は農業用水に従属し、灌漑期
2.4m3/s（非灌漑期 1.95m3/s）で運転し、年間
供給電力量は約 350 万 kWhを予定している。

2009年12月に運転を開始したこの発電所は、
富山県が取り組む地球温暖化対策の一環として、
他の発電事業に取り組む企業局が県内の有力な
候補地を調査し、適地として仁右ヱ門用水が候
補地として上げられ、設置が決定した。

概要
発電所名 仁右ヱ門用水発電所
河川・用水名 仁右ヱ門用水路　
最大出力 460kW
最大使用水量 2.40m3/s（灌漑期）

1.95m3/s（非灌漑期）
有効落差 24.48m
水車 横軸単輪単流フランシス水車
発電機 横軸三相交流誘導発電機
発電開始日 2009 年 12 月 25 日
使用用途 売電

【写真１】　仁右ヱ門用水発電所建屋 
左に見えるのが用水路。
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【写真２】　水車と発電機

【写真３】　発電所建屋別角度 
手前に見えるのが放水口。
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し債」から 23,600,000 円です。１号でも行っ
た公募債は、今回も市民からの応募金額が市の
募集した金額を上回り、引き続き市民からの関
心が高い事業となりました。

平成 22年度の１号・２号の発電量は約 10万

 元気くん 2号
都留市は、周囲を 1,000m 級の美しい山々に
囲まれ、川が市街を流れる、緑と水が豊かな町
です。その山の落差と豊富な水量を利用して平
成 18年に稼働を開始したのが、都留市家中川小
水力市民発電所「元気くん 1号」でした。さらに、
4年後の平成 22年 5月、新たな小水力発電所が
稼働しました。それが「元気くん 2号」です。

「元気くん 2号」は、直径 3ｍ、有効落差 3.5 ｍ、
最大出力 19kWの開放型上掛け水車です。上掛
け水車の特徴は、水車の上から水をかけ流すの
で、ごみが水車の羽に挟まりにくいというメリッ
トがあります。

建設費の総額は 62,318,550 円です。内訳に
ついては、市の一般財源から 6,380,075 円、国
の外郭団体の補助金から32,338,475円、そして、
都留市民を対象とした公募債「つるのおんがえ

概要
発電所名 家中川小水力市民発電所

「元気くん２号」
河川・用水名 相模川桂川・家中川
最大出力 19kW
最大使用水量 最大 0.99m3/s

常時 0.21m3/s
有効落差 3.5m
水車 開放型上掛け水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2010 年５月
使用用途 自家消費・余剰売電

【写真１】　発電所全景
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kWh です。「元気くん」の発電により、平成 22
年度の市役所の総電気使用量の約 25％を削減す
ることができました。川の水を止めて河川工事
を行ったことで、発電できなかった月 (11 月～
2月 ) を除いた月平均の削減率は約 40％にもな
ります。

都留市では「人と自然が共生するまちづくり」
の実現に向け、小水力発電をテーマとする環境
学習の体験フィールドを整備し、都留市への来
訪を促進することで交流人口の拡大を図ってい
ます。23年度中には「元気くん３号」の建設も
予定されており、更なる地域資源の有効利用と
環境を生かしたまちづくりを進めていきます。

［秋山栄一郎：山梨県都留市役所 政策形成課］

※元気くん 1号・2号が設置されている家中川は、法律上

河川とされているが、江戸時代に建設された農業用水路で

あるので、この項にまとめた。

【写真２】　上掛け水車
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湧水を利用した小水力発電

いままで厄介者だと考えられていたものが、エネルギーとして利用される事例が小水力発電にも登場してきている。「湧水
発電」である。通常、湧水発電は自然にわき出た水を発電に利用するという考え方である。しかし、この湧水がやっかいな
場合がある。それがトンネルでの湧水である。日本は世界でも有数のトンネル国であるが、それは湧水との戦いの歴史でも
ある。そんな厄介者のトンネル湧水を利用しようと考えたのが、トンネル湧水発電である。ここでは、数少ない事例の中で、
「龍飛（たっぴ）地区小水力発電所」と「若彦トンネル湧水発電」を紹介する。

龍飛地区小水力発電所
本州と北海道をつなぐ青函トンネルでは、毎
分 21t という大量の水が湧き出しており、JR 北
海道が地下 320 ｍから常にポンプで地上へくみ
上げている。

青函トンネルの湧水には海水（海底湧水）の
ものと淡水（山岳湧水）のものがあり、海水の
湧水はヒラメの養殖に使用されてきたが、淡水
はそのまま海に排水されていた。その排水に着
目したのが、青森県外ヶ浜町である。

概要
発電所名 龍飛地区小水力発電所
河川・用水名 湧水
最大出力 28kW
最大使用水量 0.27m3/s 　
有効落差 13.26m
水車 横軸クロスフロー水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2010 年 5 月
使用用途 自家消費

【写真１】　水車と発電機
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湧水は、JR 北海道がくみ上げ排水しているた
め、町が負担するのは発電設備分のみとなる。
そこで、新エネルギー財団のハイドロバレー
計画に平成 18年度に応募し、調査を行った。そ
の後、国の助成を受ける形で、龍飛地区小水力
発電所は建設された。

青函トンネル記念館近くの湧水地上部出口か
ら海まで延長約 160 メートル、落差約 18 メー
トルの導水管を地中に新設し、途中に発電機を
設置した。

発電された電力は、龍飛崎シーサイドパーク
で、バンガローやケビンハウスの電力として使
用されている。

外ヶ浜町は、クリーンエネルギーの PRを兼ね
た観光資源としての活用も検討しているという。

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：外ヶ浜町役場］

【写真２】　発電所建屋

【写真３】　ケビンハウス

【写真４】　水車と発電機 別角度
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若彦トンネル湧水発電所
若彦トンネル（わかひこトンネル）は、富士
河口湖町大石と笛吹市芦川町上芦川を結ぶ全長
2615m におよぶトンネルである。交通渋滞の
緩和や観光振興、防災道路としての効果が期待
され、富士北ろくと国中を結ぶ「第３のルート」
として 2010 年 3月 27日に開通した。

この若彦トンネルを建設時に、大量の湧水が
確認された。この湧水を有効利用できないかと
いうことで、山梨県県土整備部において、富士
河口湖町簡易水道水源や小水力発電等への利用
が検討された。平成 20 年度、県土整備部が発
電所建設に係る技術協力依頼を企業局に打診し、
検討を進め、企業局が発電所の建設と管理運営
を行うこととなった。平成 21年度に、国庫補助
事業に採択され、発電所の建設を行い、トンネ
ル開通後の 4月 1日から稼働を開始した。現在
では、一般家庭 140 戸分に相当する電力を安定
的に発電している。

概要
発電所名 若彦トンネル湧水発電所
河川・用水名 湧水
最大出力 80kW
最大使用水量 0.21m3/s
有効落差 52.0m
水車 横軸単輪単流渦巻形 

フランシス水車
発電機 横軸三相誘導発電機
発電開始日 2009 年 4 月１日
使用用途 売電

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：山梨県企業局］

【写真１】　水車と発電機 
建屋は、開閉式になっている。
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【写真２】　若彦トンネル

【写真３】　発電所全景
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上下水道を利用した小水力発電

コスト削減を大幅に行うことができる既存インフラの利用のもう一つの形態が、上水道などへの小水力発電設置である。
2007 年の事例集では、神奈川県川崎市の江ヶ崎発電所・鷲沼発電所、横浜市の港北発電所、群馬県吾妻郡東吾妻町の温川
発電所を紹介した。今回は、山梨県の「塩川第２発電所」、神奈川県の「芹沢配水池小水力発電」、奈良県の「桜井浄水場　
小水力発電設備」と「水道管理センター小水力発電」、「川崎市入江崎水処理センター小水力発電設備」を紹介する。

小水力発電設備を設置できるのは、上水道に
限ったことではない。大量の水が確保できる下
水処理場においても設置が進められている。

川崎市入江崎水処理センターは、川崎市で最
初に稼働した下水処理場である。同センターに
は、東系西系の区分があり、川崎市は 2003 年
からセンターの拡充を進めていた。同時に、環
境に配慮した処理施設も模索されていた。太陽
光発電や風力発電をはじめとした再生可能エネ
ルギーについての検討が進められてきており、
その中で、都市部でも小水力発電の設置が可能

川崎市入江崎水処理センター小水力発電設備

概要
発電所名 川崎市入江崎水処理センター  

小水力発電設備
河川・用水名 -
最大出力 14 kW
最大使用水量 1.365m3/s　
有効落差 1.4m
水車 横軸円筒可動羽根プロペラ水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2011 年６月
使用用途 自家消費

【写真１】　水車と発電機 
階段左の太くなっている部分
が水車
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なことを示せないかと計画されたのが、この小
水力発電である。

臨海部にあるこの処理施設の中で最終沈殿池
流出水路から流出ピット間がもっとも水位の差
が大きく、ここに水力発電設備が設置されてい
る。年間発生電力量は約10万kWhと予想され、
世帯数換算で年間約 23世帯分を賄えるという。
発電された電力は、施設内で消費される。

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：川崎市上下水道局、
　　　オリジナル設計株式会社（設計業務）、
　　　　メタウォーター株式会社（工事施工）］

【写真２】　水車と発電機 
裏側から見た写真。上に乗っ
ているのが、発電機。

【図１】　設置箇所 
裏側から見た写真。流出水路
から流出ピットの落差を利用
して発電している。
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奈良県の桜井浄水場でも、2010 年度 4 月よ
り小水力発電が稼働した。奈良県は、「奈良県
庁ストップ温暖化実行計画」の一環として、水
道事業において消費する電力量の低減に取り組
んでいる。この取り組みの中で、管路内の余剰
水圧や太陽光などの再生可能エネルギーを活用
する事により、エネルギー原単位の低減を図る
ことを目的とした「環境対策普及プロジェクト」
を開始し、その１つとして桜井浄水場の小水力
発電設備が設置された。

桜井浄水場では、接合井（せつごうせい）と
原水貯留池との標高差を利用する小水力発電シ
ステムを導入している。

桜井浄水場の発電設備は、減圧弁の代替では
なく、有効落差を利用して発電している。奈良
県宇陀市の室生（むろう）ダムで取水された水は、
一度接合井に溜められ、そこからより低地にあ
る桜井浄水場の原水貯留池へ送られる。その接
合井と原水貯留池の落差を利用しているのであ
る。年間発電量は、約 156 万 kWh が見込まれ
ている。

概要
発電所名 奈良県桜井浄水場

小水力発電設備
河川・用水名 -
最大出力 197kW
最大使用水量 1.00m3/s　
有効落差 29m
水車 横軸フランシス水車
発電機 三相交流誘導発電機
発電開始日 2010 年 5 月
使用用途 自家消費

【写真３】桜井浄水場

【写真１】　水車と発電機 

【写真２】　水車と発電機 

【図１】　利用している有効落差 

奈良県桜井浄水場　小水力発電設備
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また、奈良県では 2007 年に水道管理センター
小水力発電も稼働させている。桜井浄水場と同
様に、「奈良県庁ストップ温暖化実行計画」の一
環として設置された。水道管理センターでは、
浄水場から送られてきた水を配水する施設であ
る。御所浄水場から浄水が送水されてくるが、
その際に水の位置エネルギー、つまり、標高差
を利用し、小水力発電を行っている。

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：奈良県水道局］

奈良県水道管理センター小水力発電設備
概要

発電所名 奈良県水道管理センター小水力
発電設備

河川・用水名 -
最大出力 80kW
最大使用水量 0.23m3/s　
有効落差 48m
水車 インライン式

リンクレスフランシス水車
発電機 三相交流誘導発電機
発電開始日 2007 年 4 月
使用用途 自家消費

【写真１】　水車と発電機 

【写真２】　水車と発電機　別角度

【写真３】　水道管理センター
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けた最初のモデル施設でもある。

この小水力発電には、水道施設で一般的に使
用されるポンプを水車として使用している。使
用されているのはポンプ逆転水車で、水道施設
に数多くの実績がある両吸込渦巻ポンプをベー
スに設計されており、水車の回転数を変化させ、
流量を調整することができる。

最大出力が 82kW、一般家庭約 140 世帯分の
年間電力消費量に相当し、約 52 万 kWh の発電
量が見込まれている。また、CO2 排出量を年間
約 380 トン削減することができ、地球温暖化防
止への貢献も期待されている。

［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：山梨県企業局］

塩川第二発電所
塩川第二発電所は、山梨県の峡北地域広域水
道企業団の塩川浄水場から各家庭に送水される
管路途中にある減圧水槽に、既設減圧弁の代わ
りに設置された小水力発電である。

山梨県では、平成 18年度に、県北西部の地域
に水道供給を行っている峡北地域広域水道企業
団の、塩川浄水場と須玉第一減圧槽の間の落差
を利用した発電計画（塩川第二発電所）を含む
県内 4か所における小水力発電計画について検
討を始めた。平成 20年度に、水道企業団より発
電所の建設計画について同意を得、平成 21年度、
国庫補助事業に採択され、発電所の建設を行う。
平成 22 年 3 月に東京電力㈱と電力受給契約を
締結し、同年 4月より営業運転を開始している。

この発電所は、平成 20年 11 月から同県企業
局内に設置された小水力発電開発支援室が手が

概要
発電所名 塩川第二発電所
河川・用水名 -
最大出力 82kW
最大使用水量 0.20m3/s　
有効落差 63.55m
水車 横軸両吸い込みポンプ逆転水車
発電機 永久磁石式同期発電機
発電開始日 2009 年 04 月
使用用途 売電

【写真１】　水車と発電機 【写真２】　設置されている導水管 

【写真３】　須玉第一減圧槽全景 
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芹沢配水池小水力発電
芹沢配水池小水力発電は、神奈川県企業庁が
設置した 2番目の小水力発電設備である。ちな
みに、2008 年に初めて設置された稲荷小水力発
電は、藤沢市の稲荷配水池内で稼働している。

神奈川県では、「県営水道事業経営計画」の中
でさらなる良好な環境を構築していくための「環
境に配慮した事業の推進」として、CO2 排出量
の削減に努めることをテーマとする「新エネル
ギー活用事業」をあげている。この中で、クリー
ンエネルギーによる CO2 排出量の削減のため、
小水力発電設備の設置を計画し、所管する多く
の配水池の中から、設置費用、年間発電電力量
などを鑑みた上、芹沢配水池への導入を決定し
た。

有効落差が 21m とあるが、高低差ではない
とのこと。芹沢配水池に入水する水は浄水場か
らポンプで送水されており、芹沢配水池よりも、
標高が高い配水池へも送水できる圧力で送って
いるために、芹沢配水池では未利用エネルギー
が残っている。その未利用エネルギーを利用し
て発電している。これを有効落差（＝残圧）と

表記しているそうだ。
芹沢配水池小水力で発電した電力は、
併設している芹沢ポンプ所でほとんど自
家消費し、一部余剰電力があったときの
み電力会社に売電している。これにより、
施設の電力料金を節減し、二酸化炭素排
出量の削減にも貢献している。
 
［永井健太郎：　　　　　　　 　　　　
　　　　　全国小水力利用推進協議会］
［協力：神奈川県企業庁企業局　　　　
　　　　　　　　　水道電気部浄水課］

概要
発電所名 芹沢配水池小水力発電
河川・用水名 -
最大出力 55kW
最大使用水量 0.35m3/s　
有効落差 21.0m
水車 横軸リンクレス・フランシス

水車
発電機 三相誘導発電機
発電開始日 2010 年 3 月
使用用途 自家消費・余剰電力の売電

【写真１】　水車と発電機 
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ビル内での小水力発電

NHKビル内の小水力発電設備
NHK では、経営方針の一つとして掲げられて
いる環境経営に基づいて、省エネ型の機器の開
発を進めている。その一環として、放送センター
内のスタジオや事務室等を冷暖房する空調設備
の配管に小水力発電設備（マイクロ水力発電シ
ステム）を導入し、2008 年 5 月 7 日から運転
を開始している。

この小水力発電設備では、ビル内の空調機を
冷却するために使われる循環水を利用し発電し
ている。

この循環水は、地下にある蓄熱層に溜められ
ており、空調設備を冷却するために、ポンプを
使って上層階へと運ばれる。そして、冷却水と
して使われた水は、パイプを通り地下の蓄熱層
に落とされる。その位置エネルギーを利用して
発電する。

上下水道以外でも小水力発電の設置が進められている。それがビルや工場などの循環水や排水を利用したものである。こ
こでは、数少ない事例からNHKが導入している小水力発電設備を紹介する。

概要
発電所名 マイクロ水力発電システム
河川・用水名 -
最大出力 ７kW（3.5kW×２台）
最大使用水量 0.0445m3/s 　
有効落差 33.58m
水車 縦軸単段フランシス水車
発電機 誘導発電機
発電開始日 2008 年 5 月 7日
使用用途 自家消費

【写真１】　水車と発電機 

【図１】　マイクロ水力システム概念図 
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循環水の流量は、外気温の変化や各階の空調
機の稼働状況により大きく変動する。そこで、
このマイクロ水力発電システムの発電では、2
台の水車発電機を設置し 1台単独、2台直列、2
台並列に自動運転する制御法を開発し、流量の
変化に適した高出力の発電が出来るよう工夫し
ている。

 NHK によると、2008 年度の１年間で発電
した電力量は 44,427kWh で、2009 年 度は
40,278kWh、2010 年度は 42,267kWh となり、
３年間で約 70t-CO2（CO2 換算係数：0.555kg-
CO2/kWh）の CO2 削減効果が得られた。特
に、冷房を多用する 7 月 8 月では、一ヶ月に
5000kWh 以上の発電量となっている。

福岡放送会館でも、2008 年度に空調用冷却水
の落差を利用したマイクロ水力発電設備を導入

し運用を開始している。2009 年度、2010 年度
の年間発電量は約 8,000kWh で、全て建物内設
備で消費している。
［永井健太郎：全国小水力利用推進協議会］
［　協　力　：NHK技術局建築施設部、
　　 　 　　   NHK 福岡放送局・技術部、
　　　　　　 日立産機システム ］

概要
発電所名 マイクロ水力発電システム
河川・用水名 -
最大出力 ９kW
最大使用水量 3.2m3/min

（最大使用水量は規定せず）　
有効落差 28m
水車 縦軸単段フランシス水車
発電機 誘導発電機
発電開始日 2009 年１月
使用用途 自家消費

【写真 2】　福岡放送局の水車と発電機 【写真３】　発電設備の表示パネル

【図２】福岡放送局の
　　　　　　　発電設備概念図 
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市民による小水力発電

通常、電力会社や地方自治体が事業主体となることが多い小水力発電だが、小水力特有の地域性から、市民による小水力
発電の建設も進んでいる。今回は、数少ない事例から岐阜県の地域再生機構が取り組んでいる石徹白の小水力発電設備を紹
介する。

石徹白の小水力発電
岐阜県郡上市白鳥町石徹白（いとしろ）では、
農業用水を活用した小水力発電に取り組んでい
る。
「エネルギーの創出のみではなく、地域再生の
起爆剤・シンボルとして、小水力発電を活用し
ていこうという点」、「１つの集落内に複数の小
水力発電設備が導入されているという点」、「行
政ではなく、地元住民が中心となって取り組ん
でいるという点」などが、石徹白地区での小水
力発電の取り組みの特徴といえる。
石徹白は、岐阜県と福井県の県境に位置する。
隣の集落から約 14km離れており、標高 950 ｍ
の桧峠を越え、スキー場を 3つ越えたその先に
ある最奥の集落である。
地域の最大の課題は、「過疎化・少子化・高齢
化」である。昭和 30年代には 1200 人を数えた

人口が、現在は、人口約 270 名・世帯数 110 戸
となっている。過去 10 年間で人口が約 17％減
少し、高齢化率も約 45％に達している。
このため、「地域を後世にわたっても引き継い

でいけるかどうか」が、石徹白の地域づくりに
携わる人たちの共通の思いである。
小水力発電は、このような地域の人たちの思
いのシンボルとして導入されている。地区内を
流れる水量豊富な農業用水を活用し、発電を
行っている。これまでに６基の小水力発電設備
が導入された。現在、1基が連続運転しており、
2011 年秋に 2基が稼働開始予定である。
人口減少に対する危機感から、2003 年、ＮＰ
Ｏ法人やすらぎの里いとしろが設立された。
この設立総会で挨拶に招かれたのが、ぎふ
NPOセンターの駒宮博男理事長代行（当時）で
ある。
2007 年夏、駒宮氏がやすらぎの里いとしろに

【写真１】石徹白の全景
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小水力発電の話をもちかけ、地域内で設置候補
地点の調査を行った。2007 年秋～翌年春にか
けて、ぎふＮＰＯセンターが事業主体となり、3
機の水車を設置した。1機は直径 60cm のらせ
ん型 1号機、残り 2基はパワーパル社のプロペ
ラ水車とターゴ型であった。
らせん型 1号機は農業用水の途中に、パワー
パル社の 2機は農業用水の排水部分に設置をし
た。パワーパル社の 2機については、農業用水
の末端であったということもあり、ゴミの処理
に非常に苦労した。土地占有が期間限定の許可
だったということもあり、パワーパル社の２台
については、設置後半年で撤去することとなっ

た。
らせん型 1号機については、名古屋大学・篠
田製作所・ぎふNPOセンターで新たに開発した
ものであったため、順調に発電するまでは、試
行錯誤の連続であった。
2008 年秋より、石徹白での小水力発電事業が、

ぎふＮＰＯセンターから地域再生機構に移管さ
れ、JST（科学技術振興機構）の委託研究事業と
して、小水力発電の導入・実用化の研究が行わ
れることになった。この中で、2008 年 12 月に
は「ＮＰＯ法人やすらぎの里いとしろ」の事務
所への送電を開始し、実用的に利用することが
可能になった。

【写真５】らせん型 2号機　設置の様子　 【写真６】らせん型 2号機（篠田製作所・0.8kW）

【写真２】らせん型 1号機
（篠田製作所・0.5kW）

　【写真３】プロペラ水車
（パワーパル・0.5kW）

【写真４】ターゴ型 
（パワーパル・1.0kW）
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続いて、2009 年 6月にはらせん型 1号機を、
新たならせん型 2号機に取り替えた。当初設置
した 1号機は、水車の直径が 60 センチ、プー
リーで増速していたが、2号機は直径 90センチ、
増速機で増速する形に変更になった。この結果、
らせん型 2 号機は、最大 0.8kW、常時 0.6kW
の発電が可能になった。（流量 0.2m3/s、有効落
差 0.8m）
らせん型 2号機は、2009 年 6 月より連続運
転を開始し、2011 年 6月現在、約 2年にわたり、
大きなトラブルもなく、24 時間 365 日稼働し
ている。らせん型水車は、低落差にふさわしい
水車であり、ゴミも詰まりにくく、土木工事も
比較的少なくてすむ。
らせん型 1号機・2号機は、岐阜県関市の橋
梁メーカー篠田製作所が開発した。らせん型水
車を製品化している会社は日本にはないため、
実用的に連続運転しているらせん型水車の事例
としては、国内でもまれである。電気制御につ
いては、地元で電気がわかる人が、手作りで製

作をしている。地元でできる人がいれば、極力
地元で設備をつくり、地元で管理することが理
想的である。
その後、2011 年 3 月には、新たに、上掛け
水車型の小水力発電が設置された。この上掛け
水車は、近接する農産物加工所の電気の一部を
まかなうために設置された。この上掛け水車は、
直径 3m、最大流量 0.15m3/s、最大出力 2.2kW
である。この上掛け水車は、「地球温暖化対策技
術開発事業（環境省、H21 ～ 22 年度）」の成果
をもとに、今回、新たに設計・開発されたもの。
水車の羽根は、地元の材を使った木を利用して
いる。もし傷がついたり、痛んだ場合は、ボル
トで容易に交換することができる。
2011 年 6 月現在、農産物加工所への電線の
引き込みが完了しておらず、実用化されていな
い状態であるが、近日中の稼動を予定している。 
導入によって、多くの人が石徹白に見学に訪
れるようになった。全国メディアにも取り上げ
られ、石徹白の知名度を上げることにも貢献し

【写真７】工場での塗装前の写真 【写真８】設置後の上掛け水車
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た。北は北海道、西は岡山まで、全国各地から
の視察が相次いでいる。
視察者と話をする中で、高く評価される点は、

「電気関係の設備の構築・水車の日常的な管理は
地元の人たちが行っている」という点である。
行政や電力会社主導の小水力発電とは異なり、
水車が地域住民に近い存在であるといえる。
一方、実利として地域に貢献できる発電とい
う意味では、道半ばである。発電した電気が、
公共施設の電気代削減に直結し、電気の自立を
実感できるようにしていかなければならない。
2011 年夏には、上掛け水車の実用化をめざし
ている。上掛け水車の導入によって、農産物加
工所の電気代負担が削減されていくことをめざ
している。
将来的には、数十 kW～百数十 kWの発電所
の導入、または、戸別利用レベルの小水力発電
の導入を進めていきたいと考えている。

[ 平野彰秀：岐阜県小水力利用推進協議会、
　　　　　  NPO 法人地域再生機構 ]

【写真 10】上掛け水車全景（左に見える水路より取水）　

【写真９】横から見た水車
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準 備 中



 第二部　団体正会員の紹介
掲載の団体正会員一覧
アジア航測 株式会社
株式会社 イズミ
株式会社 石垣
オリジナル設計 株式会社
国際航業 株式会社
シーベルインターナショナル 株式会社
株式会社 新日本コンサルタント
大日本プラスチック 株式会社
田中水力 株式会社
日本工営 株式会社
株式会社 日立産機システム
森のエネルギー研究所　　　　　　　　　（50 音順）
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本 　社
〒104-0031 東京都中央区京橋1-1-1（八重洲ダイビル）　03-3274-3511
支 　店
北 海 道・東北・東 京・名古屋・大 阪・中国・四国・九州

インライン型水車インライン型水車
・省スペースなエルボ形状
・潤滑油不使用で水質への影響なし
・主配管を分解せずに部品交換
  可能で維持管理が容易

浄水場 着水井前段に設置

ポンンンンンンンプ逆プ逆プ逆プ逆プ逆プ逆プ逆転水転水転水転水転水転水転 車ポンプ逆転水車
・設置条件に応じて多様な形式から選定可能
・一般ポンプを使用するため、専用機より低コスト
・シンプルな構造で、信頼性が高い

配水池 前段に設置 浄水場 着水井前段に設置

式立軸水車サイホン式立サイホン式立軸水車

下水放流渠の超低落差(１～５m)で発電可能

・省スペースな立軸形
・補機不要で簡素化可能な自己サイホン形成
・維持管理が容易なプルアウト式構造
・保守が容易な完全無水化の軸封・軸受
・軽量な鋼板製（主要部材質）

下水処理場 放流渠に設置

下水放流渠の小落差

上水残圧

工場内の残圧

イシガキの小水力発電システムは
以下のシリーズを取りそろえ、
次世代エネルギーの活用に
貢献しています。

上下水道・工業用水等で発生する未利用エネルギーを回収し、有効活用しませんか？
未利用エネルギーを電力として回収できれば、
電力量削減によるコストダウンにつながり CO2削減の効果があります。

毎日捨てている自然エネルギーが、再生可能なエネルギーに

小水力発電システム
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お問い合わせ







 

1600kWフランシス水車・発電機 220kWクロスフロー水車・発電機 

32kW直結リンクレスフランシス水車・発電機 1033kWターゴ水車・発電機 

  田  中  水  力  株  式  会 社 
     TANAKA  SUIRYOKU CO., LTD 
  URL : www.tanasui.co.jp 
     Tel.   本  社 046-251-8511 
               営業所 03-3466-0451 

エコハイドロ（試作機） 







バイオマス活用のベストシステムをご提案いたします。バイオマス活用のベストシステムをご提案いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、

　森林バイオマス専門のコンサルティング会社です。バイオマス利用に関する基礎的な調査から、実際にバ

イオマス利用機器の導入・運用に至るまで、お客様の全面的なサポートをいたします。また、検討・導入・

運用のそれぞれのステージで、最適なご提案をいたします。さらに、各ステージで次に進んでいくためには、

木質バイオマスに精通したノウハウと実践に移すためのパワーが必要です。このような各ステップをつなぐ

お手伝いとして、助成制度への申請時の計画立案や技術的な支援等も継続して行います。お客様にとっても

私たちにとっても、最終目標は木質バイオマスシステムの普及・実践導入です。お客様とともに課題をクリ

アしていきながら、目標の達成を目指しています。

業務内容

この他、森林バイオマスに関するご相談があればお気軽にお問い合わせください。

木質バイオマス機器導入支援

● バイオマスボイラー導入診断

● プラント・機器メーカー選定

● 実証試験・データ分析

● 助成制度活用支援

木質バイオマス調査・計画立案

● 木質バイオマス事業化可能性調査

● 木質バイオマス利用技術・機器調査

● 木質バイオマス収集シミュレーション

● 新エネルギービジョン策定調査

マーケティング調査

● バイオマス燃料需要調査

● バイオマス新素材マーケティング調査

業務の流れ

ご相談

お客さまが真に実現したいこ

とを理解するため、まずは、

お気軽にご相談ください。

当社がこれまで培ってきたさ

まざまな知見と技術とネット

ワークが、お客さまの成功と

喜びに繋がれば幸いです。

ご提案

お客さまが真に実現したいこ

とを現実化するための最適な

システム仮説とこれに至るプ

ロセスを、これまでの経験と

最新情報を基にご提案申し上

げます。

お客さまのご予算に応じて、

豊富な助成制度のご紹介も併

せてご提案し、お客さまのご

負担を軽減いたします。

コンサルティング

予備的な調査を実施したのち、

お客さまへのご提案内容を調

査設計書としてまとめます。

お客さまと密接に協議を進め

ながら、事業化を進めるため

の本格的な調査・検討を実施

します。

導入実現のための可能性を追

求し、ベストプランをご提案

いたします。

導入

実際の導入に必要とする様々

なサポートを行います。

また、事業開始後も、お客さ

まのニーズに応じたご支援を

通じ、末長くお付き合いいた

だいております。

当社はお客さまにとって、ベ

ストな活用システムを実現す

るベストパートナーであり続

けたいと願っております。

普及啓発支援

● コーディネーター・講師派遣 

● 日中環境ビジネス・翻訳・通訳

Our Mission

業務内容

会社概要

私たちは、

森林資源の多様な性質を最大限に活かすことを通じて、

人が森に感謝し、人と森のつながりを再生し、

地域を活性化し、地球温暖化を防止しながら、

豊かな持続可能社会への転換に貢献することを使命としています。

　〒198-0036
　東京都青梅市河辺町 5-10-1 セントラルビル 2F
　TEL　　： 0428-28-0010  　
　FAX　　： 0428-28-0037  
　Mail   ： support@mori-energy.jp　
　URL    : http://www.mori-energy.jp

会社創立：2001 年 10 月 8 日（木の日）
資本金：2,825 万円

■ 日本の森を育てる薪炭利用キャンペーン　事務局

　　　URL: http://www.sumimaki.org/

■ 木質バイオマス実践情報データベース ～使ってみたい！バイオマス～

　　　URL: http://www.mori-energy.jp/databese/

■ 木質バイオマス実践情報データベース

　　～使ってみたい！バイオマス～

　　URL: http://www.mori-energy.jp/database/

森のエネルギー研究所は木質資源の生産～加工～利用まで、

地域単位での木材の循環・流通システム構築を支援します。

林業事業体様へ（生産）

☆ 林地残材搬出の

　 コストシュミレーション

☆ 搬出実証試験・最適な

   搬出システムの提案

☆ 森林の利用計画などの

　 調査・策定

☆ 森林資源の需給量調査　

☆ 未利用材活用

   コンサルティング

☆ バイオマスボイラー等設備

　 導入コンサルティング

☆ チップ、ペレット、薪需要

   拡大コンサルティングﾞ

☆ 新規事業計画作成、

   事業診断、経営診断

☆ 化石燃料費、CO2 削減

   コンサルティング

☆ バイオマス燃料供給先調査

☆ バイオマスボイラー導入

   コンサルティング

☆ バイオマス ESCO 事業

木材加工業者様へ（加工）
工場、温浴施設等

ボイラ使用者の皆様（利用者）
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